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ベルギーの広域的サイクルツーリズム圏形成に関する研究

Development of Territorial Cycle Tourism area in Belgium 

清水李太郎＊，坂井猛＊＊

Ritaro SHIMIZU and Takeru SAKAI 

Today, tenitorial development is considered as a key framework of intervention in order to sustain socially, 

economically depredating n江allocales. In the face of everlasting process of deterioration, pragmatic approach 

to a territorial development is crncial and in emergent needs, especially in the sphere of infrastructure. In 

response to this argument, tenitorial cycle point network developed in Belgium since the early 1990s is 

highlighted in this pape工Itshows a unique example of such approach to a territory. This paper first outlines 

the origin of the system and its development. Then it analyzes the basic feature of the system and spatial 

characteristics across different spatial levels from quantitative point of view. Lastly it implemented more 

detailed analysis of spatial characteristics of the CPN at a more localized level. The series of analysis concluded 

that such a simple and diffusive system as CPN can diversiちrlandscape experience in mral area and stimulate 

people to shape new relationship with local assets and landscape, which would eventually enrich weekend 

leisure and touristic activities and enhance qual江yof life through a diversity of social interactions. 
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1はじめに

1-1研究の背景と目的

昨今の広域圏形成を巡る議論では，様々な境界線を越えて

広範［却の池域に共有されるインフラストラクチャを；重要な地域

資源、として捉え，その君主層的な活用の夜り方を捜索する官製jき

が見られる．ベルギーは近代化の過程で欧州、！の主要国の中

でも特に高密度な市街化が生み出された閣として認、知されて

しも．問題ではその発展の過程で国内各地で整備された高

密度な道路基盤を，非常にシンフツレな仕組みを施すことで、サ

イクルレーンとして活用するサイクルポイントネットワーク（以

下，CPN）を整備し，地域資源と連携することで観光資源化

する独自の取り組みを進めてし’渇．ヰ；；稽ではベルギーの地方

都市圏における広域的サイクルツーリズム閤形成の仕組みと

ネットワークの整備状況・空間特性を明らかにすることを研究

の目的とする．

自転車専用道路に関する，研究の多くは都市交通としての自

転車の利用環境の改善を毘的としたものが多く 1)-5），広域圏

に相当するスケーノレでの研究で、は計霞論や政策論が中心で、
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ある．富士交通省の自転車環境の整備に関わる研究会にお

いても自転車を車両と捉え安全性に基軸を据えたガイドライ

ンの策定や自転車ネットワークの早期整備に関する挺設が行

われているが，具体的なネットワークの空潤像や社会システム

としての考え方は示されていない 6)-8）.また，本稿のように特

定の留に関する事例で，田園地帯を中心に構成される地方

部や州、！などの広域圏に相当する空間次元を対象とし，サイク

ルネットワークの整備状況とその空間的特性について詳細に

分析し，その特徴を明らかにしたものは見られない．

1-2研究の対象地

本研究ではベルギーの北部に位鐙するフランダース地方を

研究の対象地とする（図 I) .問地方は商フランダース州，

東フランダースチトl，ブラームス・フ、ラノミントチM，アントワープロチトI,

図1 分析対象のフランダース地方と州の位置



リンブノレグ州、！の5つの1'Mで、構成され，悶E誌の首都ブリュッセノレ 自治体の境界を越えるレーンについての調整を行い，更に5

が位援するブリュッセノレ首都圏地方がその中心に飛ぴ地的に つの州政府が共同で地域の人々への大掛かりな周知活動や

位置している． 自転車駐輪場の整備などを手掛けた．このように上位行政機

フランダース州とその北側に隣接するオランダを合わせた地 関である地方政府とナ！？政府の支援を背景として，プランダ］ス

域は，欧州の低地地帯に位置し，地形の起伏が少ない立地 地方の他チ！？で、同様のシステムがJ!I寅次整備されてしりた．

であることから自転車の走行に適しており，プランダース弁！とオ ト2CPNの使用方法

ランダを合わせた地域では広域的な CPNの濁域が形成され CPNの使用は非常にシンプルである．番号を振られた分岐

ている．写真のように自転車を使った生活観光は，子供から 点（ジヤンクション）が各地に設置され，隣接する次のジャン

高齢者に至るまで多様な世代の余椴活動として親しまれ，自 クションまでの方角と走行距離が表示される（図 3，図 4).CPN

転車を通勤手段として用いる生活文化も浸透している（関 2). の利用者は番号と矢印に従って走行を続ければ毘的地に到

jg) 2自転車を用いた週末の余般活動の線子注 1

ト3.研究の手法

本研究で、はベノレギーにおける CPNの概婆に関してはイン

ターネット上で、入手で、きるアーカイブ資料 9-11）を慕に分析を

行い，CPNの整備状況や空間特性に関しては現地で入手し

着できるという仕組みである．利用者はどのくらいの距離を移

動したいか，目的地をどこにするのかを設定して，それを治

るためのジヤンクションの番号の並び、を覚える事で，地図を何

度も開くことなく目的地にたどり着くことができる．ただしフラン

ダース地方には特定の地域に限定されたサイクノレポイントや

たCPNのプヅクレットに掲載された地関 12-16）と衛星爾像を 図3 CPNの地図上の表記（友）と道路上のサイン（右）注2

ベースマップ。とした地図作業を元に分析を行う．数量的な情

報についてはESRI社のARCGISを用いた空間解析を過して

算出する．

2. CPNの概要

2-1 CPNのはじまり

CPNはベノレギーの東部に位援するジンブノレグチMの炭鉱夫

Hugo Bollen氏によって考案された．ベルギーで、は南部のワ

ロン地方のモンス・リエージュに続き，フランダース地方東部

のリンブノレグチ！？が主要な産炭地であり，問弁！の様々 な鉱山で

働いた経験を持つ同氏は，鉱山の地下の石炭輪送ネットワー

クで使用されていた番号付きの分岐点（ジヤンクション）のネッ

トワ｝クを地上の道路ネットワークに創造的に応用し，自転車

を使った余暇活動時の移動を容易にする誘導システムを構築

することを考案した，1995年にリンブノレグ州が CPNを導入し

た最初の州になり，その後，周辺地域やオランダへと広がっ

ていった．ネットワークの整備は鉱山の閉鎖に伴う経済情勢

の悪化を改善するために政府から支給される補助金を活用し

たものだった．ベルギ｝で、はフランダース地方政府がサイクル

レーンの繋備を自治体に対して補助金付きで奨励するほか，
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図4 CPNのブックレットの一例（リンブルグ州）注3



フットパスのネットワークが整備されており，類似したシステム

が用いられている．このためサインポストに色分けをすることで

異なるシステム間の棲み分けがなされている．利用者は，一

旦ある色で移動を始めた場合には，同じ色のサインに従って

移動する必要がある .CPNはサインに緑色を用いている．

CPNのブックレットは州の観光者のためのインフォポイント

や書店で販売されるほか，オンラインでも購入することができ

る．また，CPN専用のルートフ。ランナー 10）や，推奨される周

遊ノレートもオンラインサービスとして提供されている．

2-3 CPNのフ、ツクレツトで示される地域資源の種類

CPNのブックレットにはCPNのポイントやルートだけで、なく，

走行上のサポートになる情報（ポイント間の走行距離，危険

な道路の横断地点傾斜サイクルレーンの舗装状態や車

道兼用の有無など）や，各州内の様々な地域資源が掲載さ

れ，CPNを使用する！擦の目的地として利用されている（表1).

全ての州に共通して掲載される地域資源には，歴史的建造

物（教会・修道院・城など），農業生産に関する遺構や建

造物（水車小屋・風車小屋・農家など），美術館とし、った

歴史的・文化的に価値のある資源，生活観光色の強いサイ

クリスト向けの施設（カフェ・レストラン・ヒ。クニックテープノレ），

地域外の観光客を想定したサイクリスト向けの施設（宿泊所・

貸自転車・観光インブオポイント）が挙げられる．これらの他

にもカヌー乗り場やヨット乗り場などの水際特有の資源（アント

ワープ州）や，軍用基地，物見塔などの軍用施設（百フラン

表1 CPNのブ、ツクレツトに掲載される地域情報の種類

ダース州），様々な種類に分類された宗教建築（ブラノ〈ント州）

など， 1'1'1毎に独自の地域資源が掲載されており，各州、iの間で

CPNの差別化がなされていることが分かる．これらは CPNが

それぞれの州で整備された時期の違いや，文化的・地理環

境的な違いを反映しているものと考えられる．

CPNは地域資源と連携することで普段は低利用・未利用

の状態にある地域資源を余暇活動や観光の目的地として有

効に活用するだけでなく，日常的に利用で、きるブ、ックレットとい

う形で人々の生活や余暇活動の中に取り込まれることで，普

段は立ち寄る事のない様々な地域資源の存在や他州恰の差

異や共通点などへの認知が生み出され，人々のローカノレな生

活圏とより広域的な領域との問に空間的・知覚的な繋がりを

生み出すとしち効果も期待される．

3.州レベルの CPNの空間特性

CPNのより詳細な整備状況を分析するためにフランダース

地方の5つの州の中から一つの州を取り上げて分析を行う .c

PNはどの外｜も同様の仕組みを用いていることから，その空間

特性の概要を分析する上で州の選択は大きな影響を及ぼさ

ないものと考えられる．しかし調査のベースマップとなるCPN

の地図については州毎に仕様が異なり注4，現地調査で入手

した州全域をカバーする地図の出版年が統一されているもの

で，地域資源の種類が詳細に区分され，更に他の州のCPN

の地図に比べて植栽や既成市街地などの土地利用の判読が

大分類 中分類

道路区分

施量生線分類

未舗装の道路回目E・盟国睡甑－咽置費P圃園圃雪国恒哩E雪

数量十

鉄道
インフラ

~~ 

水路

土地利用
自然的土地利用

人為的土地事j用

サイクルレーン

サイクルパス
広島義ネットワーク

アクセスレーン

ジヤンクション

走行経費量

走行情報
勾昔日

安全性

境界線

宗教建築

歴史建築

その他の建造物

農業関連施設

休憩ht~

アクセシピリティ
土色滋資源

パイカ一向｛す施設

敏光施設

余理主活動施設

視点場

農業関連綴光施綾

宿泊施設

・・・・・・・園地下鉄駅 (BR)

~p襲（WF/BR) ／滑走路（WF/BR)

E戸一一ー竺唱

2 

カヌー乗り場（縦）／ヨット乗り場（EF/LI/AN）／ボー トトリップ地点 （BR／州）／翻間間援 7

果樹腿制F/BR）／牧草地（LI/AN）／自然策勝地（WF)

車道兼用（WF／隙／AN）／海岸沿い（WF）／アクセス可能（WF/BR)／昔十街中・建量生中（¥'IF/BR)

17 

ハイキングネットワークパス CBR）／ブリユツセル広域バイクパス（BR）／長距厳バイクパス（BR) 5 
19 

スタートアッブルート（AN）／後続パス ・代替パス CBR/L! I AN) ／グリーントレイル接続パス（BR）／ハイキングネットワーク接続Jtス（BR)4 

ジヤンクションーオランダ（Ll/AN)／ジヤンクションーリンブルグ（AN）／ジヤンクションアントワープ（Ll) 4 

登り坂の方向（WF/EF)／緩やかな坂（BR/LII AN) ／念な坂 CBR/LI I AN) ／非常に急な坂（BR/Ll/AN)

危険な機街地点制F/EF /BR/ AN）／危険な下り坂 CEF〕／j)E;l事の地点(WF)

国境界(WF）／誼闇盤五節議事／州の領制F／仔／BR) 4 

キリスト教~堂（BR）／ピギナージュ （BR/ANl / 十字架（WFl/i基地（官町／修道院（LI）／モスク（Ll) 7 

畠転車向lすの縁側め／チェアーリフト（官Fl

考古学的5足跡（WF/EF /BR) ／ピジターセンター側F/BR/ANJ/アミューズメントパーク（WF）／天体銭湯i所（WF) 5 

ゴルフコース CWF/EF)／レクレーシ ョンヱリア（EF/BR/ AN) ／野生生物銀測所得Fl／患然保護地場 CWF/BR/ AN) ／翻心を引く場所得FIEF/BR)5 

展望台（州）／箱路つ3価値の高い耕(WF/EF)

どール醸成所（BR）／地域物産販売所（BR）／特別な形の樹木 {BR)/A量産物恵子E側F)／子供農場明F）／ホップ熔（BR)

キャンプ場側F）／ユースホステル（WF）／グループの宿泊所

12 

56 

‘・‘全ての州のブックレットに共通する地域資源を灰色で強調

3 



容易であるとしち条件から，アントワープロ州のCPNはその空間 利用が想定される資源で，次いで自転車での移動に関係の

特性の概要を分析する対象として適している．アントワープ州 強いサイクリスト向けのレストラン・カフェ (178），アクセスポ

は州の西端にフランダース州の中心都市であるアントワープ イントとなるパーキングスペース (167），観光や余暇活動の

が位置し，高密度に都市化した領域が広がるも，州域の中央 目的地となる歴史的建造物一城（156），自然保護地域（110)' 

部から東部にかけての広大な領域に森林と低密度に市街化し 大規模農場（83）などの地域資源が続く（表 2) . 

た田園地帯が広がる対照的な空間構成を見せる（図 5).

図 5アントワープ州の州域の概要

3-1サイクルポイントと地域資源の空間特性

3-1-1フ、ックレット中の地域資源の種類・総数・分布

アントワープ州のブックレットには 1715地点の地域資源が

掲載されている．中心都市となるアントワープからの同心円

状の距離帯で、サイクルポイントと地域資源の分布状況を見る

と，lOkm～ 30kmの距離帯に相対的に多くの分布が見られる

ものの，50km圏内まで 10%～30%の割合で均質に分布して

いること特徴である．（図的文化的・歴史的建造物はそのう

ち470地点，生活観光向けの資源は 565地点，観光客向け

の施設が 513地点含まれる．これらの内で最も多く掲載される

地域資源はヒ。クニックテーブル（293）と教会（269）の日常的な

中核都市（アントワープ）
からの距離

lOkm圏内

lOkm～20km圏

20km～30km圏

30km～40km圏

40km～50km圏

50km～－60km圏

40km‘、

地域資源数（比率） Cポイント数（比率）

204 (11.9%) 58 (11.2%) 

419 (24.4%) 135 (26.2%) 

423 (24.7%) 143 (27.7%) 

334 (19.5%) 88 (17.1%) 

231 (13.5%) 60 (11.6%) 

104 (6.0%) 32 (6.2%) 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

合計 1715 (100%) 516 (100%) 

図6地域資源とサイクルポイントの 10kmゾーン別の分布

3-1-2サイクルポイントから地域資源へのアクセス性

サイクルポイントからの 500mおきの位置関係で地域資源

との関係を見ると（表 3) ,500m圏内には約 20%,500m～ 

1.0 km圏内には約 35%l.Okm～ 1.5 km 圏内には約 25%

の地域資源が分布し，合計で全体の 80% (1381 / 1715) 

を占める .18の細分類に分けた地域資源の分布を個別にみ

表 2地域資源のカテゴリ別数量 表3サイクルポイントから 1500m距離圏の地域資源の分布

!D 地主主資源カテゴリ 総数 構成比 Cポイント500m~襲 Cポイント100om額 Cポイント1500m隠 豊富域総内数資源

1 ピクニックテープル 293 17,1% 
ID 地域資源カテゴリ 資源数 構成上t 資源数 構成上ヒ 比率 資源総数
1ピクニッタテープりレ 70 23.9 60 20.5 234 79且9 293 

2歴史的建造物（教会関連施設） 269 15.7% 
2歴史的建造物〈教会関連施設） 54 20.1 65 24,2 211 78.4 269 

3 ツーリスト向け飲食 178 10,4% 
3ツーリスト向け飲食 43 24.2 39 2L9 150 84.3 178 

4パーキングスペース 167 9,7% 
4パーキングスペース 42 25,l 39 23.4 137 82.0 167 

5震史約媛造物（滅） 156 9.1% 5fl霊史的建造物（城） 37 23.7 39 25,0 133 85.3 156 

6 8然保護士包綾 110 6.4% 6 El然保畿地域 7 6.4 31 28‘2 82 74.5 110 

7美術館 66 3.8% H霊場 16 19.3 69 83.1 83 

8 レンタルサイクルポイント 78 4.5% 8レンタルサイクルポイント 13 16.7 61 78.2 78 

9農場 83 4.8% 9ツーリスト向It街）El 14 20.0 52 74.3 70 

10ツーリスト向け翁；i:i 70 4.1% 10美術銀 13 19.7 19 28.8 53 80.3 66 

11 J:l窒史約建造物（礼拝所） 49 2.9% 11歴史的建造物（礼拝i'JT) 告 18.4 9 18‘4 38 77.6 49 

12 J1霊9::約建造物〈風主主 ・7.1<主主） 45 2.6% 
12歴史的建途物（Jj覧車・水車〉 11 24.4 12 26.7 37 82.2 45 

13観光情報オフィス 13観光情報オフィス 4 8.9 12 26.7 33 73.3 45 
45 2.6% 

14レクレーションエリア 3 7.9 30 78.9 38 
14 レクレーションエリア 38 2‘2% 

15ボートトリップ・レジャー 1~ ！！！tll善寒衣意i装訟: 
15.2 29 87.9 33 

15ボートトリップ・レジャー 33 1.9% 16水飲み湯 4 26.7 13.3 14 号3.3 15 
16 ＊欽み主義 15 0.9% 17ビジターセンター
17銚皇室スポット 6 0.3% 18跳禁スポット
18 ビジターセンター 14 0.8% 
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ると，18種類中 15種類がその 30%～40%にあたる資源を まれ，既成市街地から自転車で移動可能な圏域内に地域資

500rn～lkrn圏内に有し，サイクルポイントに近嫁して立地す 綴が纏まって分布していることが分かる（関 7).

る地域資源にはボートトリップρやカヌー乗り場などを目的とした 3-1-3サイクルポイントの立地パタン

船事告き場や水飲み場の害lj合が高い．逆にサイクルポイントか 次に綿々のサイクノレポイントが周辺環境とどのような関係で、

ら離れて立地する叡合の高い地域資機はサイクリスト！PJけの 立地しているのかを椀らかにするために，立地パタンの分類を

レンタルサイクノレポイント，サイクリスト向けの宿泊施設，自然 行った，CPNは自転車で走行中に得られる景観を楽しむ事に

の中にあるレクレーションエリアや挑望スポットの割合が該当し

lkrn～l.5krn圏内に立地する割合が高い．

これらの地域資源へのアクセス性を，既成市街地（269地点）

鉄道駅（鉄道：47地点）・カーノミーキング（自動車：167地点）・

サイクルボインj、（自転車：516地点）を中継地点として想定し，

それぞれについて500rnおきの距離帯で集計して比較すると，

鉄道駅では 1500krn圏内に含まれる地域資源は全体の 20.0%

に，パーキングスペースからの 1500krn圏内では 58.1先にとど

まる．サイク／レポイントは荷台者の二っと比べて高密度に設置す

ることが可能であり，去三近の地域資源にアクセスするための中

継点として効果的に機能することが可能である．また，居住地

から地域資源へのアクセスを見ると 1500rn圏内に 83.3拡が含

主眼を号室いてネットワークが整婦されていることから，特に建

造物や森林，高木のように視界を遮る要素との関係が重要で

ある．そこで市街地・樹林地・開けた領域のそれぞれの街積

を変量にして立地パタンを大別し，地図上の分布からその空

間構成と数量的な特徴の把握を行った．

サイクルポイントの立地パタンの分類には図 8＇こ示すフロー

に従って以下の手順で、行った．まずアントワープ州内に設設

された 516地点のジヤンクションからはrnのパップァを生成し，

ノミッブア内に含まれる市街地と樹林地の磁積を測定する．こ

こで、パップァ内に何も含まないものを除いた上で市街地街積，

樹林地磁積を算出し，それぞれの平均｛疫を測定する．続いて

①バッファ内に森林と市街地の両方を含まないもの，②ノくツ

アクセス区分 市街地と地域資源の関係 パーキングスペースと地域資源の~係 サイクルポイントと地域資源の関係鉄道叙と地域資源の関係

アクセス士'1E点
から1500m圏
（図中灰色）

の地域資源の
議開分布

E主総穣；53リの
地域資源数

500m圏内 500m～lkmlm～1.5km 500m~塁内 500m～lkm lm～1.5km 500m圏内 500m～lkmlm～L5km 500m圏内 500m～lkmlm～1.5km 

936 1200 1428 421 730 997 55 177 343 359 962 1381 
(54.6%) (70.0%) (83.3%) (24.6%) (42.6%) (58.1 %) (3.2%) (10.3%) (20.0%) (20.9%) (56.1 %) (80.5%) 

図 7サイクルポイントと地域資源の関係

。

例
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D
E
F
G
u
n
－

凡
。
。
。
。
日
心
臓
帯
＠
・
6

サイクルポイント514地点

市街地平均値大一一γ一桜林地平均健大一一 A

.!JI鈎億 I し… If 平均銭’小 B 

による L. 市機地平均値小一ーマー一樹林地平均鐙：大一－ c 
判見IJ I 

い－ If 平均健司小一－ D 

樹林地頭積＝0－，一市街地平均憧：大一一 E

市街地滋積＝O

11 平均値：1j、－－ F 

樹林地平均俵：大一一 G

II 平均鏑’小一－ H 

一市街地萄積＝0－・・一目 I
樹林地iii積＝O

類製自健 Ff！直 数 市街地との関係 機株地との関係

大中の樹林地の肉音日

中小の桜林地に近後／樹林地の外れ

A ÷ + 19 大中の市街地！こ近接

B + 申 告7 大中の市街地1：：：近接

図8サイクルポイントの立地パタンの分類と空間的な分布

-5-



ブァ内に森林のみを含むもの，③パップア内に市街地のみを イクルレーンで構成され，車道兼用のものが大半を占めてい

含むもの，④市街地と森林の双方を含むものの4つのグノレ｝ る．サイクルレーンの長さについて見ると，1.0km～5.0kmの

プに分類し，それぞ、れのグ、ループ。内で、平均値を関僚にしてそ 長さのサイクルレーンが全体の 70%近くをl長めており，1.0km

れぞれ二つの集団に分け，全体で9つのパタンに分類した．

この類型結果をみると，大きな市街地に近嫁して立地するサ

イクルポイントは 516地点中 90地点、（17鵠）で，大半が中小

の市街地に近接，あるいは市街地から離れた自然的土地利

用の中に立地していることが分かる．市街地を lkm圏内に多

く含むサイクルポイントは中心都市の位援する関部に集中し，

それ以外の地域ではイ寸カ瓦ず離れずの関係、で均紫に分布して

いる．自然的土地利用の中に立地するその他のサイクノレポイ

ント；土，見通しの悪い樹林地に近接して立地している a また，

市街地も樹林地も近接しない視界の機けた立地ではサイクル

ポイントは離れた位議関係で分散立地する傾向にある．

3-2サイクルレーンと地域資源の空路特性

3-2-1サイクルレーンの数量的特性

アントワープ州、！におけるCPNのサイクルレーンは全体で836

本あり，その総延長は約 2700kmである．このうち約 69%が舗

装された車道兼用のサイクルレーン，約 21%が舗装された自

転車専熊のサイクルレーン，約 10%が；未舗装・半舗装のサ

舗装された車道分線型の
サイクルレーン

舗装された車道兼用の
サイクルレーン

主幹告書装 a未舗装の
サイクルレーン

図9鱗装状態によるサイクルレーンの窓分注5

サイクルレーン 総延長（m) 構成比
サイクルポイント

パス本数構成比の種類 間の距離

恵道兼照レーン 1851828.9 68.60% 0 m～1000m 83 9.90% 

lOOOm～2500m 255 30.50% 
舗装付専用レーン 592231.9 21.90% 

半蓄積装／ 2500m～5000m 363 43.40% 

舗装無レーン 256714.2 9.50% 
5000m～7500m 116 13.90% 

合計 2700775.0 100.0% 7500m～lOOOOm 19 2.30% 

隠 10サイクルレーンの数量的特性

以下のサイクルレ｝ンや，7.5km以上のサイクルレーンの割

合が非常に少ない．

3-2-2サイクルレーンと地域資源の畷係

CPNのネットワークは高密度に設援されたサイクノレポイント

の問をサイクルレーンで結ぶことで形成されるため，ネットワー

クの密度自体も非常に高い．サイクノレポイントと向様に地域資

機との空間的な位議関係を見ると，パ，スの沿線に lkmのパッ

プアを生成すると，1715翁所ある地域資源、のうち 1622鋳所（約

95%）と，州内の地域資源の大半が覆われる．悶様に鉄道

や運河などの主要なインフラから lkmのバッファを生成し金そ

の中に含まれる地域資源の数を見ても，題域内iこ含まれる地

域資総の数は全体の半数以下に止まる（関 11).CPNは道

路としづ生活環境にありふれたインフラを一体的に活用するこ

とで，広域圏域内に存復する様々な地域資源へのアクセスを

容易にするシステムとし、うことが分かる．

3-2-3サイクルレーンと既成市街地の位震関係

既成市街地とCPNがどのような位置関係にあるのかを明ら

かにするために①市街地と1本のサイクルレーンが接続する

もの，②市街地と2本以上の市街地が接続するもの，③市鶴？

地の周りをレーンが取り慰み，院接接しないもの，④市街地と

CPNがアクセスレーンを介して接するものの4つのタイプに分

別したところ注6，①が約 45%で最も多く，②が約 16%，③が

約 30%，③が約 9%を占める（次頁関 12）.このことから約 7

郊の既成市街地が CPNに直接接していることが分かる .CPN

に渡接組み込まれない既成市街地の中には，アクセスレ｝ン

を設援することでCPNと共存する市街地があることも特徴的で

ある．このように CPNは既成市街地の規模の大小にほ見守なく

ネットワークに組み込むことで、既成市街地－郊外一後背地域

の異なるスケ…ルを横断した水平な鑓係性を構築している．

イン7うF鉱労 議長議}B線、A主主義縫護憲議選総選懇談 緩；理数憲章と語紙護主憲議議終議議議 議主義、幾；湾滋意義主2総議愛護憲議議語ヨ重軽絡 す-1'1'/A.・ーしを叫品、：.－tl総意義鶏楽器3議議ft

ち錦1羽織的 基母島核崎、1お腎議議 務審議n議議F需 拡海Orn～除機選議
Z関

ULO事長｝
373 3立3 471 

捻i.議事長｝ 結審議事毒｝ {27.5潟》
48遜

｛ま議湾事毛｝

図 11 サイクルレーンと地域資源の関係
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1本のサイクル ／ 2本以上のサイクル／
レーンと接続 / 90 (44.6%) レーンと接続 ム／ 33 (16.3%) 

サイクルレーンとの／ アクセスレーンを分／
接続なし / 62（ぬ7%) して CPNに接続／ 17 (8.4%) 

図 12 CPNと既成市街地の関係注7

3-2-4サイクルレーンの空間的特性と立地傾向

サイクルレーンの形態的な特徴を見ると，基本的に折れ曲

がるものが多く，全体としては中心一周縁のような階層的な関

係を持たない，メッシュ状の均笈なネットワークを形成してい

る．（関 13）一方で、折れ曲りが殆どなく底進するタイプのサイ

クノレレーンはその大半が符川沿いや遼何といったインフラに

沿って指定されている．

このサ，イクルレ｝ンの形状的特性と舗装状態との関係、を見る

と，未舗装／半舗装のサイクルレーンは主として州内の森林

地帯の内部や周縁部にその殆どが立地しており，自然的な土

地利用による影響を強く受けていることが分かる（関 14），一

方で舗装された自転車専用レーンの多くは，州、｜商部の既成市

街地や，広域的に連続するインフラ沿いのように人工的な空

間に位援する直線状のサイクルレーンと一致していることが分

かる（関 15). 

図 13アントワープ州のサイクルレーンの全体像

図 14半舗装／来鏡装のサイクルレーンの立地

＼： 

図 15舗装された専用サイクルレーンの立地

4. CPNの詳細なさを間特性

ここで上述の折れ線状のルートと度線状のルートを取り出し，

より詳細に CPNの空間特性を明らかにする．分析区間の選

定には，空間特性で明らかにしたサイクルポイントの立地パ

タンを考慮し，自然的な土地利用を中心に構成される区間で

あること，更にジヤンクションの立地の粗密の変化を考慮で、き

るi玄関であること，既成市街地を始点と終点にすることを条件

とした．以上を考慮し，下関に示すようにアントワープ州の中

央付近に位苦愛する折れ線状のパスと直線状のルートの 2つ

の夜間－JJ；に約 5km×20km四方の領域ーを取り出した（関

16) .分析に際しては google社の提供する航空写真と CPN

折れ線状のlレート

の分析エリア

直線状のjレートの

分析エリア

殴 16詳細分析のために指定した CPNの分析エリア
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の地図を葉ね合わせた地図作業に主ってきを間構成の分析を

行い，ネットワークの沿線で、得られる景観特性の変化につい

ては google社の提供するストリートピューの画像を使用した‘

4-1折れ線状のルートの窓務構成

折れ線：伏の aネットワークには北端にWuustwezel，南端に

Broechemという小規模な市街地を始点・終点とした区間を取

り上げる（関 16) .ノレートの総延長は 35.4kmで，サ件イクノレポ

イント潤を結ぶサイクノレレーンの平均距離は 3.54kmと比較的

長い．サイクルポイントの総数は 11鎗所あり，ポイントの設鐙

｛問所を見ると森林地帯の出入り口や市街地の端部のように走

行中の景観特性が大きく切り替わる地収，i選問や城塞跡地の

ように目印になる景観資源、のある場所に立地している．これに

サイクルネットワーク沿線の空間構成

。 ／ 農業関連施設：農場。 費量史的遺鯵：城郭
w 一一一一一一一一一一－ t::守ごアフヲ守ーヴIL-

4 一一一一一一一一一一一【ー町田 町一田町四回目 ピヲニッヲテーブIt-
教会／ツーリスト潟It飽設、カフヱ

レン聖It-バイク／観光情報／碇草場
農業関漆簸設二農場

レン:$1Jt-1｛イ'7

自然集金土曜域

氷飲み場
はニニニニ操業関語鵬首覧（綾場）

' ; ／ピヲニッヲ予ーブJI-

緩史的遺構修道線

ネットワーク沿線の景観特性の変化

盤木添いの書薦議されたレーンと際けた風景

主義iii,:i：川畑地i終日：；，＇~＞
走行中の景顕の切り替わ11')（高速道路｝

自然保全土偶 走行中の景観の切り替わり｛運河｝

自然保全地域

農業関逮施設‘藤滋

来舗績のレーシと樹木iζ西まれた風景

経史的遺構：城郭
die ...... 駐車場／教会

’》

量産史的遺構：城郭

↓ ツーリスト向付フエ
。ー ツーリスト向け宿j島繕設

縁議された兼用レーンと樹木に固まれた農地

町一一一一一一一一一一一ー ピヲとヴウ予ーフル。 頭然祭会地域

農業関連絡設：農場

l 品 援史的途構：城郭

一一一…一一山町… 控室史的遺絡線事日
ピジ1'ーセン聖一／滋車場

ツーリスト掲げ~殺・カフヱ

』一一一一一一学会一一農業関i車線設：盟主軒、農

舗議された章表湾レーンと視界の開狩た農地

霊童史的遺構：減郭

凡例

錦織灘灘大規言葉な樹林 f内 I CPからの1km
1也の境界線 ¥ - ／バッファ

ーーー園小主題畿な樹事事
換の草壁界線 一一一由主要道路

....衛費中木の1主木＿，主域

経既成市街

図 16折れ線状のルートの空間特性注8
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加えてサイクルレーンの舗装状態，自転車道；専用／車道兼 れ践がりによる走行方向の変化によって視覚的な変化が景観

照の区分も変化するため，走行中の物理的な環境の変化に 特性に付加されていることが分かる．サイクノレポイントから lkm

富んでいることが分かる．

取り出した折れ線状のルートの特徴として，サイクルポ，イント

の立地する場所はノレートの分岐点になっているものが 11地

点中 7地点あり，物理的な環境の切り替わりだけで、なく，折

のバッファを生成し，ノレートと地域資源との関係を見るとパッ

プァ内に含まれる地域資源、の数は分析エリア内の 54館所中

の 10地点が含まれ，取り出したルート中のサイクルポイントか

ら分岐して最寄りのサイクルポイントiこアクセ，スする必要があ

サイクルポイントとネットワークの位置 サイクルネットワーク沿線の空間構成

ツーリスト向け施設｛カフェ）
一一一一一一戸レンタルバイク

αト一一一一 一一一一一一一教会／駐議場

美術館。 教会

。一一一一一一一一歴史的造機｛減努）
ピクニックテーブル
渡史的i農機（減努）
ピクニックテーブル

9_ 震史的還機（氷恵小屋）／教会

ー一宮司γ………一一一ビジターセン安一／駐車場／教会
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図 17複線状のルートの空間特性注9
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る．このことから折れ線状のネyトワーク；土地域資源iこアクセス チトルペノレの行紋主体の協働に上って広域圏レベ／レの一体的

する事よりも走行中に得られる景観特性の演出が大きな特徴 なツーリズムのネットワークとして整備されてしもことを示した．

といえる． (2) CPNと地域資源の関係に隠する分析からは，CPNに掲

4-2直線状のサイクルレーンの空務構成 載される地域資源の種類や数量，サイクノレポイントやサイクノレ

夜線：伏のネットワークには西端に小規模な市街地の レーンの基本的な特徴を明らかにし，更に広域圏内に分散し

Wijnegcm，東端に中規模な市街地の Herentalsを始点・終点 て立地する地域資源や生活空間の間に水平記関係性を生み

とした運河沿いの！玄関を取り上げる（前頁図I17) .ノレートの 出す CPNの空間的特徴を示した．

総延長は 22.9kmで，サイクルポイント期を結ぶサイクルレー (3) CPNの詳締な空間分析からは，調査対象エリアのよう

ンの平均距離は 2.29kmと折れ線状のノレートよりも lkm以上 に低密度で、際立った特徴の無い自然的土地利用の広がる地

短い．サイクノレポイントの総数は問じく 11鏑所あり，ポイント 域においても，サイクルポイントの配壁とサイクルレーンの／レー

の設設飼所を見ると橋梁が交錯する地点に全て立地してい トの指定によって異なる景観体験を織り交ぜた余暇活動や地

る幽これに加えてサイクルレーンの線装状態・専用／兼用の 域資源の利用が可能な社会システムが構築されていることが

底分に変化が無いために，走行中の景観特性は専ら運河沿 明らかiこなった．

いの開けた視界の連続する景観である． 近年，日本では地方部における景観をキーワードiこしたま

取り出した直線状のルートの特徴として，サイクルポイントの ちづくりにおいて観光を過した地域外部の観光客の呼び込み

立地する場所は全てルートの分岐点になっているものの，庶 と，それを可能にする観光システムの整錆が重要な課題とし

進するノレーj、から逸れた場所に立地している．また，遼河が主 て共有されている．しかし‘方で地域の生活者が日々の生活

な視対象であるため，景観特性の変化は少ない．ただし運河 の中で、地域資源を積極的に活期することを促す費用対効果

は様々な十i強利用を横断するため，沿線の土地利用の途い の高い，広域的に共有される仕組みの構築も［肖様に援要であ

によって若干の変化が生み出される．折れ線状のルートとの る．この2つの点においてベルギーの CPNの事例は示唆に

明確な遠いは工業用の土地利用による，大きく人工的な被対 富むものとし、える．

象の存子主である． 日本は欧州、！と比べて地潔環境的な特徴やライブスタイルが

サイクルポイントから lkmのパップアを生成し， jレートと地域 大きく異なり，さらに地形的に自転車の走行に不向きな側面も

資源との関係を見るとバッファ内に含まれる地域資源、の数は あるが，観光利用を主たる目的とした議動アシスト式の自転車

分析エリア内の礼儀所中 16地点が含まれ，パップア付近の の普及と連携した技術的・政策的な解消も考えられる．地方

資源、を含めると 31地点に上る．このことからサイクルポイント 部における地域内外の人々の交流の促進を通した日々の生

が問時に目的地となる地域資源の直近のアクセスポイントを兼 治の紫の向上のためにも，地域資源を校会経済的に有効に

ねている事が分かる．際線状のノレ｝トは折れ線状のノレートと 活用した広域的なサイクノレレーンのネットワーク盤備には一考

対照的に景観特性の変化に乏しい論方で，沿線のサイクルポ の余地があるものと考えられる．

イントに到達する毎にf性格の異なる地域資源にアクセスできる

空間構成が大きな特徴といえる． 脚注

注l：現地調変にて3表者撮影

5おわりに j主2；参考文献 12を基に筆者作成

本稿では道路基畿というR常生活から切り離せないインブ 注3：参考文献 13を基に筆者作成

ラを，広域圏内の地域資源を介して周遊する社会システムと 注4：州全域をカバーする地関の枚数を見ると Fアントワープ

して活用する先駆的な事例としてベルギーのサイクノレポイント

ネットワークに馨隠し，そのシステムの概要－と空間特性につい

て分析を行い，以下の点を明らかにした．

(1）産炭地における地域再生の取り組みとして始められた

CPNは，炭鉱における石炭輸送システムを田闘地帯の道路

ネットワークに応用したシンブツレな仕組みによって，日常的な

余暇活動や観光を通してランドスケープの変化を楽しみなが

ら広域的な領域を効率よく周遊するシステムが生み出され，

-10-

州はチ！？全域を 5枚，東フランダースリ、！？は6枚，西フラ

ンダースナMは7枚ブラームスブ、ラパントチj位リンブソレグ

チMは2枚のj諮問が整備されており，東商フランダース

チトi，アントワープ州、！は残りの 2つの十日に比べてより詳細

に土地利用の描写がなされている．東側プランダース

チ！？の地図については，現地調交で入手した地閣の出

版年に2年～ 5年のばらつきが見られることから，本

論における調資対象からは除外した．



注 5：グーグルストリートビューを基にさ義者作成 長etsland.be/, last consulted on 2016/04/ 04 

設 6：中心都市のアントワープとその近郊では切れ目なく市 10) Vlaanderen Fietsland Route Planner webpage, http:/ I 

街地が広がるために，側々の市街地の反切れ目を半IJ Y..'WW. vlaanderen-fletsland.be/ routeplanner, last consulted 

別することができない．このため該当する市街地は集 on 2016/04/04 

三十の対象から除外することとした” 11) Flanders Today webpage, http://www.flanderstoday.eu/, 

注 7：参考文献 14を基に筆者作成 last consulted on 2013/10/23 

注8: Google社の提供する衛星写真，グーグノレストリート 12) Fietsnetwerk (Westhoek Noord, Westhoek Zuid, Brugse 

ビュー，参考文献 14を墓に筆者作成 Ommeland, Brugse Ommeland Zuid, Leiestreek West, 

注 9: Google社の提供する衛星写真，グーグルストリート Leiestreek Oost, Kust) , Province West Vlaanderen, 

ピュー，参考文献 14を基に筆者作成 2008-2013 
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